
2019 年度 11 月 21 日 理事会議事録 

 

１日時：2019 年 11 月 21 日(木)19:02～21:08 

 

２場所：神奈川県作業療法士会事務局 

 

３参加理事：錠内、木村、金山、吉本、奥原、遠藤、野本、神田、佐藤範、戸塚、澤口 

佐藤良、西川、大郷（14 名） 

欠席理事：野々垣、佐々木、神保、玖島（4 名） 

出席監事：田中（1 名） 

欠席監事：鶴見（1 名） 

 その他：清野(広報部対外広報班長)、山口(事務局) 

 

４議事録署名人：錠内会長、奥原理事、田中監事 

 

５議決事項（議事の経過概要及び議決結果） 

（１）三役 

 １）2020 年度事業計画と関連する予算案について 

   認知症対策委員会から事業計画について説明があり、質疑応答が行われた。 

   大郷：会議費の内訳について 

→認知症と家族の会への参加者を４人から 6人へ増やした イベントへの会議

費も含む 

木村：制度対策部とのコラボレーション企画はどうなっているか 

→同じ負担になるよう調整した。認知症対策委員会ではお弁当代、チラシ代、

資料代を計上した。 

吉本：県西以外への活動の拡大について 

→三浦地区のイベントは予算に計上していない。内容によっては対外広報が

該当するのでは。他職種連携のイベントは複数あるのでどう整理するのか、

どう発展するかは検討。 

広報部から事業計画について説明があり、質疑応答が行われた。特にニュース代を大

幅に削減できた理由として 3回をウェブ配信にする予定であると報告される。ただ、

ウェブ配信について班の中でも紙面として手元に届くメリットについて根強い意見

もある。次年度実施してみて次にいかしたい。 

神田：今の業者には説明しているのか 

→話し合い済み。 

野本：作業療法士の成り手が減っている。高校生、中学生向けの対応もお願いしたい。 



→中学生向けは年 1〜2 回参加している。以前あった予備校とのコラボが出来

ていないので検討したい。 

２）2020年度予算まとめについて 

吉本理事より次の報告がある。前回よりも更に良くなり、研修会収入も具体的になっ

た。だが、研修会の収入自体は以前よりも減っている。事務局積立てが 30万上がっ

ているが、これは財務や規約の専門職の導入のためである。この結果 1,68 万程度の

黒字になりそう。ただし、運営準備金は 2020 年度で使いきる予想。収入アップを目

指す必要もあるとのこと。その後意見交換になる。, 

澤口：他団体費は還元されているのか。団体をいかしていければ。 

吉本：研修会収入が減っている要因があるのか。 

木村：MTDLPについては今は新人会員のみとなっている。 

奥原：臨床実習研修会も今は無料と制約があるが今後 8000 円としてもいいのでは。 

大郷：社会的ニーズがある地域系は作業療法士のニーズである実技と異なる。 

佐藤良：平日夜間の開催のニーズもある。地域が限定されるため同一内容を複数開催

する意味もあるか。 

※他部署と協同する場合、主催者がどちらか負担しても良いし、分担しても良いが精算時そ

の事がわかるよう明記する。 

 ３）組織改編について 

   1 理事 1 部署を変更したい旨説明がある。理事の横断的な関わりを目指し規約等変更

予定。 

 

（２）事務局  

１）審議事項 

（ア）復会希望 峯まどか氏（自宅会員）未納金・入会金・口座振替依頼書の手続き完了

→承認 

（イ）県民集会「国民医療を守るための神奈川県総決起大会」2020 年 12 月 17 日（火）

18:00～神奈川県総合医療会館 8名参加依頼→会長・木村副会長・金山事務局長・

遠藤理事・佐藤範理事・大郷理事・西川理事参加予定 

（ウ）後援依頼  

ア）県西地区リハビリテーション連絡協議会リハビリフェスタ 2020 2020 年 3 月 29

日（日）10:00〜16:00 川東タウンセンターマロニエ→承認 

イ）神奈川県保険医協会市民公開講座「怖くない認知症～ケセラセラ～」→承認 

（エ）共催依頼 

ア）第 18回神奈川県介護支援専門員研修大会協賛（展示ブース出展）2020年 2月 15

日（土）10:00〜16:30 高津市民館 例年広報部対外広報班が出展→承認  

イ）神奈川県総合リハビリテーション事業団かながわリハケアフォーラム 2020 年 2



月 22 日（土）13:00～16:30 横浜情報文化センター 例年広報部対外広報班が出

展→承認 

２）報告 

（ア）ＯＴ協会 

ア）教育部研修運営委員会「全国研修会に替わる新たな事業に関するアンケート」のお

願い 学会評議委員会と相談のうえ、対応 

イ）山梨県士会 学術大会周知の依頼 2019年 12月 1 日（日）かいてらす 

ウ）運転と作業療法 士会協力者会議の案内 制度対策部に依頼済 

エ）運転と作業療法委員会「先進的施設見学について」先進的施設に制度対策部より 2

名見学予定。費用は制度対策部。 

オ）きょうされん「共同創造の精神医療改革～なぜベルギーは変わったのか？なぜ日本

は変わらないのか？～」周知依頼 

カ）令和元年度チーム医療推進協議会研修会について周知依頼 ＨＰへ掲載済 

キ）2020年度 47都道府県委員会 開催予定 

    第 1 回：2020年 4月 11 日（土）～12日（日） 東京 

    第 2 回：2020年 9月 12 日（土）～13 日（日） 東京（予定） 

    第 3 回：2021年 2月 6日（土）～7日（日） 東京 

ク）がんの緩和ケアに関わるリハビリテーション専門職研修会周知依頼 2020年 2月

8 日（土）～9 日（日）TKP心斎橋駅前カンファレンスセンター 

ケ）令和元年度チーム医療推進学会の周知依頼 2020年 2月 16 日（日）10:00～17:00  

ハリウッド大学院大学 HP依頼済 

コ）JDF全国フォーラム「障害者権利条約の完全実施をめざして」～2020 年の審査・

勧告でどう変わる、私たちの暮らし～周知依頼 2019 年 12 月 5 日（木）10:00～

16:40 ベルサール東京日本橋  

カ）第 12 回 JIMTEF 災害医療研修アドバンスコース協会推薦枠の案内 制度対策部

へシェア 

キ）在宅リハビリテーション従事者研修会《通所リハ編》周知依頼 2020 年 1 月 25 日

（土）～1 月 26日（日）田町イーストウイングビル 

ク）OT協会代議員について 県士会からの推薦後、公示を見た会員（県立座間養護学

校 本間嗣崇氏）から代議員になりたいと連絡あり。事情を説明し県士会代議員へ

の協力を依頼する。 

ケ）鳥取県士会役員改選と事務局変更 会長：段敬史氏 事務局：YMCA 米子医療福

祉専門学校 

（イ）行政 

ア）逗子市 令和２年度地域リハビリテーション活動支援事業について依頼 吉本理

事依頼対応済 



イ）神奈川県介護予防事業ワーキンググループへの出席について 遠藤理事対応依頼    

  済 

ウ）川崎市介護いきいきフェアへの参加依頼 広報部へ依頼済 

エ）鎌倉市より講師派遣の依頼について 吉本理事対応依頼済 

オ）介護予防事業ワーキング 2020 年 1 月 20 日（月）18:00～20:00 波止場会館 木

村副会長出席予定 

カ）神奈川県レッドリボン月間周知依頼 2019年 11月 16 日～12 月 15日  

キ）茅ヶ崎市 模擬地域ケア会議出席依頼 2019 年 11 月 26 日（火）・12 月 13日（金）

共に 10:00〜12:00 遠藤理事に依頼 

（ウ）関係団体 

ア）神奈川県病院学会 御礼 

イ）大磯チャレンジフェスタ 2019 へのパンフレット送付代行 

    PT 士会湘南西部ブロックのブースにて、大磯町・二宮町の PT・OT・ST で従事

するとのこと。広報部に確認の上 30部送付。 

ウ）神奈川県リハビリテーション協議会への出席について 木村副会長対応依頼済 

エ）「言語聴覚の日 in かながわ」 お礼 

オ）横須賀市認知症フェスタ参加の報告 奥原理事よりあり 

カ）リハビリテーション三団体協議会監査 2019 年 10 月 3 日（火）当事務局にて開

催 金山事務局長対応  

キ）医療専門職連合会 2019 年 9 月 25日定例理事会 金山事務局長対応 

ク）日本医療マネジメント学会第 19 回神奈川支部学術集会 2020 年 3 月 14 日（土）

川崎市産業振興会館 

ケ）神奈川県精神神経科診療所協会 こころと福祉の相談会＆講演会「ギャンブルとカ

ジノ」 2019 年 12 月 15 日（日）12:00〜16:00 横浜情報文化センター 

コ）医専連職能セミナー・公開セミナー 2019 年 11 月 9 日開催 会長発表 

サ）神奈川県保険医療医協会 第 23回医療・健康フェスティバル報告 1,362 名参加 

シ）第 18回ヨコハマ・ヒューマン＆テクノランド報告 15,361 名の参加 

 （エ）県士会内報告 

ア）台風 19 号被災会員について  

    制度対策部が中心となりＨＰ・ニュースに文章を作成。香川県士会よりメッセージ

いただく。 

イ）代議員選挙公示のウエブ掲載について 

    代議員数は Aブロック 46名、Bブロック 31 名。HPより届出をダウンロードし、

2019 年 11 月 1 日〜2019年 11月 30 日（当日消印有効）までに県士会事務局まで

郵送または FAX。 

ウ）10 月会委員推移 新規入会員が 200人（前年度の全体の新規入会者数 203 人）。 



エ）学術部査読委員 承認について 2019 年 10 月 10日の理事MLにて 14 名承認 

→委嘱状発行済 

オ）2019 年 6 月 16 日開催 新人会員オリエンテーション＆研修会未入会者について 

3 名の登録手続きが進んでいない。学術部と連携中。 

カ）実習指導者研修会 補正予算 2019 年 10 月 17 日理事MLにて承認済  

（オ）選挙管理委員会 

ア）2019 年 10 月 17日付のMLで承認 選挙管理委員長は池田公平氏（県立大学）に

互選で決まった 

 

（３）財務部 

 １）報告事項 

 （ア）2020 年予算について 三役参照 

 ２）審議事項 なし 

 ３）報告事項 

（ア）中間監査について 

以下の報告がある。 

ア）予算執行について 監事より対策に関する教示あり。 

 イ）上半期の活動について 上半期活動が無かった部署はなし。 

ウ）指摘・修正事項について 修正が必要な部署へ別途連絡。例年よりも修正箇所や内

容が非常に多かった。再度『会計マニュアル』の確認と徹底をする。 

エ）共有確認事項 

  ・クレジットカード決済は利用しない 

  ・議事録、事業活動報告書は正確に記載する(出席者、日付、方法等) 

  ・議事録、事業活動報告書の作成漏れが無いようにする 

  ・領収書の宛名、但し書きの記載、押印(サイン)の漏れが無いようにする 

  ・多額を要する資料の作成や印刷などは、充分に余裕を持って業者へ依頼する 

  ・福利厚生費と渉外費を誤って計上しない 

  ・会議費(￥800)の上限を超えて計上しない 

  ・月々の確認修正を反映したデータを使用する 

  ・謝金は摘要欄に OTか否かの記載と時間数を記載する 

  特別な事項や迷う事、マニュアルに明確な記載がない、分からない事などは事前に財務

部へ相談する。 

 

（４）学術部 

１）重点課題 なし 

２）審議課題 なし 



３）報告事項 

（ア）スキルアップ研修会  

ア）小児の関わり方 

2019 年 9 月 29 日 イムス横浜国際看護専門学校 

講師：米持喬氏（作業療法士・大阪発達総合療育センター） 

参加者：77名 

  イ）脳血管疾患の脳画像と臨床症状について 

    2019 年 10 月 20 日 イムス横浜国際看護専門学校 

講師：渡部喬之氏（作業療法士・昭和大学藤が丘リハビリテーション病院） 

参加数：45名 

  ウ）臨床に生かす作業療法リーズニング（シンポジウム） 

    2019 年 11 月 2 日 北里大学 IPE棟 

講師：大野勘太氏（作業療法士・東京工科大学）、澤田辰徳氏（作業療法士・東京

工科大学）、友利幸之介氏（作業療法士・東京工科大学）、高橋香代子氏（作

業療法士・北里大学） 

参加数：70名 

  エ）OBP2.0 と CAOD の実践について～作業に根ざした実践理論と作業機能障害の種

類と評価～ 

    2020 年 1 月 12 日予定 イムス横浜国際看護専門学校 

講師：寺岡睦氏（作業療法士・吉備国際大学） 

参加予定数：80 名 

  オ）統合失調症薬物治療ガイドラインを学び心理社会的介入に活かす 

    2020 年 1 月 11 日予定 川崎教育文化会館 第７会議室 

講師：橋本亮太氏（医師・国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

参加予定数：50 名 

  カ）作業療法士ができる身体障害者へのハンドリング 

    2020 年 2 月 2 日予定 イムス横浜国際看護専門学校 

講師：坂本安令氏（作業療法士・横浜市立大学附属市民総合医療センター） 

参加予定数：50 名 

 

（５）教育部 

 １）重点課題 なし 

 ２）審議事項 

 （ア）SIGについて 

    神奈川県発達研修会の申請あり。⇒承認 

 ３）報告事項 



 （ア）研修会報告 

  ア）第 1 回現職者共通研修 

2019 年 11 月 4 日 ウィリング横浜 

    作業療法生涯教育概論 参加者 75名、作業療法の可能性 参加者 81名 

（参加費収入 156,000 円） 

  イ）事例報告登録制度に関する研修会 

2019 年 11 月 4 日 ウィリング横浜  

参加者：54 名(県士会員無料、他県士会員 1,000 円；6 名；参加費収入 6,000 円） 

 （イ）研修会予定 

ア）現職者共通研修 

    第 2 回；12 月 15 日、第 3回；12月 22 日、第 4回（事例報告会）；2月 24 日 

イ）現職者共通研修 

    第 1 回（発達障害）；2 月 2 日、第 2回（老年期）；2 月 9 日 

ウ）臨床実習指導者講習会 

    第 1 回；11 月 30 日～12月 1日、第 2回；1 月 11 日～12 日、第 3 回；3月 20 日

～21 日 

    第 1 回申込者数 187 名 定員 100 名（内 PT10 名） 

 （ウ）バーコード入力受付に関して    

    教育部員内にて使用練習を研修会時に実施中。来年度より全研修課にて実施予定 

 （エ）日本作業療法士協会教育部生涯教育委員会生涯教育制度推進担当者会議に関して 

    2019 年 12 月 7 日～8 日に協会にて開催 

    議題予測；生涯教育制度改定（臨床実習指導者講習会の制度への組み込みなど）と

協会のシステム開発の件で、ポイントシール、生涯教育手帳の廃止、システムへの

移行手続き、それに伴うバーコード受付の正式実施（これまでは試験的実施）等 

 

（６）地域リハビリテーション部 

 １）重点課題 なし 

 ２）審議事項  

 （ア）部員の承認 

    和田かほり氏（川崎市北部地域療育センター）⇒承認 

 ３）報告事項 

 （ア）研修会報告 

  ア）多職種精神保健セミナー 

      2019 年 9 月 28日 ハーモニーとみおか 

  イ）地域リハ人材育成研修会（介護予防編） 

    2019 年 10月 6日 ウィリング横浜 



      参加者：43名（他職種参加 8 名） 

（イ）研修会企画 

   ア）地域リハ人材育成研修会（地域ケア会議編） 

    2019 年 11 月 10 日 ウィリング横浜 

  イ）特別支援教育など講習会 

    2020 年 1 月 19日 横浜 YMCA学院専門学校 

  ウ）難病リハビリテーション講習会 2019 

      2020 年 2 月 9 日 横浜 YMCA 学院専門学校 

  エ）地域リハ人材育成研修会（地域事業編） 

    2020 年 3 月 15日 横浜 YMCA学院専門学校 

（ウ）神奈川県地域リハビリテーション三団体協議会の報告 

ア）訪問リハビリテーション学術集会    

2020 年 1 月 18 日開催予定  

イ）介護予防普及展開事業アドバイザー 

    年度末に市町村の報告会が予定。アドバイザーとして参加する予定。 

ウ）藤沢市地域ケア会議のリハ専門職派遣、参加依頼 

    特にトラブルなく実施している。 

  エ）リハビリ手帳（理学療法士会から協力依頼） 

    7 月以降進捗なし、11月に PT士会のみで会議を行い、また会議に参加してほしい

という話あり。次回会議未定。 

  オ）神奈川県主催 研修会協力（PT士会受託、OT士会・ST士会協力） 

    連年通り事業協力の OT 士会窓口で PT 士会から遠藤理事へ依頼があり受託する。 

  （あ）介護予防（入門編）10 月 31 日実施済み 

  （い）介護予防のための地域ケア個別会議 現職者育成研修会 

     2019 年 12 月 15日予定 神奈川県総合医療会館  

     遠藤理事への講師派遣依頼あり。  

  （う）介護予防従事者研修会 

     2020 年 2 月 1 日～2日予定 神奈川県総合医療会館  

     例年通り、認知症の項目で金山事務局長が講師派遣依頼あり 

（え）建築士会から研修会協力依頼 

    「専門職連携 住宅改修ワークショップ」をテーマに年明けに実施予定。 

     昨年と同様に地域リハ部が窓口で担当していく。 

 

（７）制度対策部 

 １）重点課題 

 （ア）台風 19 号被災会員に対する会費減免などの対応の検討について 



    現時点で県士会には規定がない。今回及び今後、対応するか否かについて検討する

かどうかをまず議論したい。内容は今後検討として、まずは検討を開始し、県士会

員には「対応を検討している」旨を告知したい。熊本などの被災地でも協会以外は

対策をしていない様子。 

ア）意見交換 

澤口：何のためにするのか。経済的困窮への対策か。→被災した会員への対応 

佐藤範：他県士会はどうなのか→被災地の士会は調べた。国が指定する激甚災害に神奈

川県が初めて指定された。 

田中：被災した人にどう県士会として支援するのか。お金だけの問題なのか。 

錠内：協会や PT 士会の対応を見ていると当会はボランティアの派遣が不足している。 

神田：定款にも規約にも記載がないので次の総会を経ることになる。 

⇒今後も継続審議とする。他県士会に事務局から連絡する。 

 （イ）審議事項 なし 

 （ウ）報告事項 

ア）福祉用具班  

  （あ）OT協会生活行為工夫モデル事業について 

     今月いっぱいの期間で理事にアンケート調査を行う予定。 

（い）認知症対策委員会と次年度研修について 

打ち合わせ中。 

イ）災害対策班 

台風 19 号に伴い、会長判断による安否確認システム稼働。10/15 16 時～ 

入力状況 1 日後：9件 3日後：21 件 1 週間後：28件 

11/18 現在：37 件 

属性 「本人」37人 

安否 「無事」37人 

勤務先の状況 「業務に支障なし」36 人 「業務に支障あり」1人 

勤務先をエリアで分けた

件数 

川崎北部 1 川崎南部 8 

横浜北部 4 横浜南部 6 横浜西部 3 

相模原 3 県央 1 横須賀・三浦 2 

県西 4 湘南東部 １ 湘南西部 3 県外 1 

その他自由コメント 療育センターの担当エリア（中原区高津区）で多くの被

害がでております。職員および利用している児童の住ま

い、また保育園幼稚園や児童発達支援事業所や放課後デ

イサービス、駅などの公共交通機関などです。 

 

事業所の屋上にある室外機が倒れてエアコンが使えな



くなりました。現在は復旧しています。 

秦野市内でも水無川沿いやくずは川の流域地区は河川

の氾濫の恐れがあり避難所に 600 名ほど一時避難して

いたとの情報があります。 

 

OTではないのですが、ニュースでも報道されています、

緑区牧野の大規模な土砂崩れで夫婦が行方不明となっ

ていて、11 月 10日に発見された女性遺体の方は、ふじ

の温泉病院勤務の方でした。ご冥福をお祈り申し上げま

す。 

  

（８）規約委委員会 

 １）重点課題 なし 

 ２）審議事項 なし 

 ３）報告事項 

 （ア）定款・規程集の見直しを実施。 

事務局と定款・規程集の見直しを実施。40 か所程度の検討する項目を抽出。 

今後、規約委員会内、専門家に相談していく。 

 （イ）行方不明会員について 

専門家(司法書士、弁護士)に相談。現行の定款・規程では退会扱いすることは難し

く、変更が必要。次回の総会までに変更手続きを実施していく。 

 （ウ）謝金規程について 

現在、助手以外の謝金は○○円との記載になっており、規程の金額以下だと受け取

り側とトラブルになる可能性があり、また、規程の金額以上であると、決済をした

責任者が総会で追及を受ける可能性があるため、規程の文言を変更する必要性が

ある。次回の総会までに変更手続きが必要。 

 （エ）専門家の選定について 

個人情報保護規程の見直しに伴い、専門家の選定を実施している。個人情報保護規

程の見直しだけであれば、￥50,000～￥150,000となっている。引き続き選定を実

施していく。 

 （オ）マニュアルについて 

理事 ML にて周知を実施。現在 3 つの部門から返答あり。引き続き協力依頼をし

ていく。 

 

（９）ウェブサイト管理委員会 

 １）重点課題 なし 



 ２）審議事項 なし 

 ３）報告事項 

 （ア）サーバーについて 

消費税率変更に伴い来年度、12 ヵ月契約費が変わる（2019 年度は 388,000 円、

2020 年度は 396,000 円に変更）。 

X サーバーのドメイン管理サービスは年額 3,045 円と想定していたが、キャンペ

ーンの対象でドメインが１つ無料になった。そのため kana-ot.jp のドメインは年

額無料で使用できる。 

（イ）制度対策部との連携について 

自動車運転班と連携し、ブログ開設を企画中。自動車運転と OTを啓発目的に実施

予定。 

 

（１０）生活行為向上マネジメント推進委員会 

 １）重点課題 なし 

 ２）審議事項  

 （ア）部員の承認 

    村仲隼一郎氏（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校） 

    三嶋直己氏（横浜リハビリテーション専門学校） ⇒両者とも承認 

 ３）報告事項 

 （ア）研修会について 

    11 月開催予定を 3月 14 日に変更予定。 

 

（１１）公益法人化対策委員会 

１）重点課題 なし 

２）審議事項 なし 

３）報告事項 

（ア）助成金について 

資料を説明。企画書を作る予定でいると報告がある。 

（イ）公益化の比率について 

2018 年度の予算から分類したが、法人会計に入っているものの中でも共益になる

ものもありそう。現在 6〜10%から 50%に引き上げる必要がある。学会と臨床学会

も公益・共益・法人会計に分ける視点も必要ではないか。 

⇒今からでも取り組める部・委員会があれば検討する。また澤口理事からもアドバ

イスする。 

ア）意見交換 

金山：ニュースに封入するチラシの紙が厚くなり、郵送代を圧迫している 1 年 3 回の



チラシが届かなくなるのでこれを期に研修会の案内方法を検討してほしい。 

清野：記事にしてくれると封入代もかからないので広報部へ声をかけてほしい。 

木村：日程が決まっていなくても、だいたいの時期を伝えるとHPを見てくれる。 

澤口：公益の視点から会員だけでなく県民も参加できるよう検討してほしい。 

⇒内容の確認 12 月 3 日まで。12 月 19 日の理事会で最終承認とする。研修会収入も 

再報告。 

 

（１２）認知症対策委員会 

 １）重点課題 なし 

 ２）審議事項 なし 

 ３）報告事項 

 （ア）研修会報告 

2019 年 10月 2 日（水）19:00〜20:30 申込 18 名参加 16 名 

    アンケート結果から「平日夜間終業後の開催は好評で会員のニーズあり」 

 （イ）認知症の人と家族の会つどい 

2019 年 11 月 10 日（日） 委員 4 名派遣 

 （ウ）OT協会認知症推進委員会議 

2019 年 11 月 9 日（土）〜10 日（日）2名出席。OT協会の認知症推進委員会議は

今年度で終了とのこと。 

 

６渉外報告  

（１）介護予防のための地域ケア個別会議 8/22 吉本理事、黒木氏参加 

（２）介護予防のための地域ケア個別会議 9/17 吉本理事、黒木氏参加 

（３）介護予防のための地域ケア個別会議 9/19 吉本理事、黒木氏参加 

（４）介護予防のための地域ケア個別会議 10/17 吉本理事、黒木氏参加 

（５）藤沢市地域ケア会議 吉本理事参加 

（６）鎌倉保健福祉事務所 地域包括ケア・在宅推進連絡会議 吉本理事参加 

（７）川崎市第 2 回地域リハビリテーション体制検討プロジェクト 金山事務局長参加 

（８）医療職連合会定時理事会 金山事務局長参加 

（９）介護人材育成・定着部会 金山事務局長参加 

 

７次回予定 

（１）三役会 12月 3日（火）19:00～ 

（２）次回理事会 12 月 19日（木）19:00～  

 

 



８回覧資料 

（１）回覧資料 

 １）第 12 回山梨県作業療法学術大会学術誌 

 ２）第 38 回神奈川県病院学会抄録 

 ３）第 14 回島根県作業療法学会 

 

議事録署名人   議長：   錠内 広之       印 

         理事：   奥原 孝幸       印 

         監事：   田中 ゆかり      印 

 


